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研究成果の概要（和文）：本研究は小児病棟に勤務する看護者の乳児に付き添う母親への母乳育児支援の認識と
支援の実際を明らかにすることを目的とした．N県内の3医療施設の小児科入院病棟に勤務する看護スタッフ91名
を対象に自己記入式調査を行った．調査内容は，付き添い中の母親への母乳育児支援に対する認識と実際に行っ
ている支援であり，分析は割合による比較と自由記述の内容を質的帰納的に行った．
看護者の93.0％が母乳育児支援は必要と考えていた．支援内容は授乳時のプライバシーの配慮，母親の体調面へ
の配慮，乳房トラブルの有無の確認，乳汁分泌状態の確認などがあった．72.1％が母親への関わりでの難しさを
感じていた．

研究成果の概要（英文）：The present study was conducted to investigate the awareness and support of 
nurses working in pediatric wards that provide breastfeeding support for mothers with infants.
Self-administered questionnaires were distributed to 91 nursing staff working in the pediatric 
hospital wards of three medical facilities in N Prefecture. The survey asked questions pertaining to
 the awareness of breastfeeding support for mothers and the actual support provided. The analysis 
was done by comparing ratios and qualitatively and inductively analyzing the content of answers to 
open-ended questions. 93.0% of nurses considered breastfeeding support necessary. Support included 
giving consideration to privacy during breastfeeding and the mother’s physical condition, and 
examining the presence or absence of breast problems and the state of lactation. Of the nurses, 72.1
% experienced difficulty in interacting with mothers.

研究分野：看護学
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１． 研究開始当初の背景 
世界保健機構（WHO）は，生後 6 ヶ月
までの完全母乳育児と母乳の栄養的な
利点と感染に対する防御力の恩恵を受
けるため，少なくとも 2歳までは，母乳
育児を続けることを勧めている 1）．乳児
が何らかの疾患で入院した場合でも，母
乳栄養が禁忌となる医学的理由がない
限り，病児への母乳育児は可能であり 2），
人工栄養と併用して搾乳を与えること
や，水分制限があっても哺乳量を測定し
ながら直接授乳ができる．治療により母
乳栄養が中断している場合は，母乳栄養
の再開に向けて，搾乳により母乳分泌を
維持する必要がある．母乳は新生児や乳
児にとって栄養源であると同時に感染
防御作用，抗アレルギー作用などのメリ
ットがあり，母親の健康面では乳がん，
卵巣がんの罹患率の減少，次回妊娠時の
合併症を予防できるなどのメリットも
ある 3）．さらに，母乳育児が母子相互作
用を通じて，母と子の絆を強めるのにき
わめて重要な働きをする 4）と言われてお
り，児の入院中もできる限り母乳を与え
ることが母児にとって有益であると考
える． 
 現在，入院中の乳児の母乳に関する研
究では，NICUスタッフまたは NICU入
院中の児の母親に対する母乳育児支援 5）

6）7）8）であり，小児病棟付き添い中の母
親が対象となっている研究は見当たら
ない．また,入院患児の付き添い家族に関
しては，ニーズや負担感に関する実態調
査 9）10），疲労の軽減に関する研究 11）12），
付き添う母親の疲労に対する支援の質
的向上を図るための看護介入の視点を
明らかにする研究 13）が報告されている
が，これらの研究の対象は児の年齢が 0
～10 歳以上の母親と幅広く，付き添い
中の母乳育児に着目した研究は見当た
らない． 
 研究代表者は,平成 24年度から 2年間
挑戦的萌芽研究において,入院中の乳児
に付き添う母親の母乳育児の実態と母
乳分泌維持促進のセルフケア行動を明
らかにするために,N 県内で小児科入院
病棟を有する医療施設 3 施設に入院中
の,1 歳までの乳児に付き添う母乳育児
中の母親 50 名に質問紙調査を実施した．
その結果,全員が今後も母乳栄養の継続
を希望していたが，50.0％の母親が母乳
分泌量が減ったと自覚していた．ま
た,90.0％の母親が,付き添い環境に対す
る不便を感じていた．母乳育児への困り
ごとには，【落ち着いて授乳や搾乳がで
きない】【乳房状態の変化への対応が難
しい】【子どもに必要な栄養が与えられ
ているか不安】があった．母乳分泌維持
促進のためのセルフケア行動で
は,76.7％の母親が熟眠感を得ておらず,

活動時間や食事時間が短かかった．食事
バランスでは主菜，副菜，乳製品，果物
の摂取が目安を満たしていない状況で
あった．さらに,母乳分泌量が増えたまた
は変わらない群と減った群の属性,付き
添いの状況および健康状態について比
較検討を行なった結果,母乳分泌への影
響が考えられる要因では,睡眠時間およ
び健康状態の比較における,「体調がよ
い」「熟眠感がある」「疲労感がない」「ス
トレスを感じない」の全ての項目におい
て有意差が認められた．母乳分泌量の変
化別にみたストレスの内容では,母乳分
泌量が減った群の母親の方がよりスト
レスを感じていることが明らかとなっ
た．以上より，付き添い中の母親の母乳
育児を継続するためには生活環境の整
備と専門的な支援が課題と考えられた． 
 また,付き添い状況下での母乳育児に
対する認識および母乳分泌を維持促進
するためのセルフケア行動に影響する
要因について,母親へのインタビュー内
容を現在質的に分析中である．その結果
を踏まえて,具体的レベルでの看護支援
内容を検討し,実践することが喫緊の課
題である. 

 
２．研究の目的 
  本研究の目的は,小児病棟に勤務する看
護職に対する母乳育児支援プログラム
の実施と評価により,入院中の乳児に付
き添う母親の現状に即した母乳分泌維
持促進および母乳育児継続のための看
護支援構築のための示唆を得ることで
ある． 

 
３．研究の方法 
  母乳育児支援学習会開催に向けてプロ
グラム内容を検討するため，N 県内 3 医
療施設の小児病棟に勤務する看護職者
91 名に母乳育児支援の知識と実際に行
っている支援について，研究者が作成し
た自己記入式調査用紙を用いてアンケ
ート調査を行った．調査期間は平成 27
年 12 月～平成 28 年 1月．調査依頼書お
よび調査用紙は病棟師長に配布しても
らい，封入して投函とした．返信にて調
査に対する同意を得られたとした． 
  調査項目は，1)属性：年齢，資格，臨床
経験年数，小児病棟勤務年数，産科また
は NICU 勤務経験および勤務年年数，母
乳育児支援プログラム参加経験の有無
および参加回数と内容，2)付添中の母親
への母乳育児支援の必要性の認識，3)母
親から母乳育児や乳房トラブルの質問
をされた場合の対応の認識，4)必要とす
る母乳育児支援の知識，身につけるにあ
たっての課題とした． 
  分析方法：質問項目の単純集計を行い，
自由記述は内容に共通性がみられるも



のを集約し，質的帰納的に分析した． 
 
４．研究成果 
１）結果 
  調査用紙の回収率は 48.4％，欠損回答 1
部を除く，43部を分析した．対象者の平均
年齢は 34.0±10.0 歳，資格は看護師 42名，
助産師 1名．小児病棟勤務年数平均 6.4年，
産科または NICU 勤務経験有り 25.6％，母
乳育児支援プログラム参加経験有り 4.7％
であった． 
  93.0％が母乳育児支援の必要性ありと
認識しており，その理由は「母親への支援
も小児看護の一部である」「乳房トラブル
に速やかに対応したい」「直接母乳が未確
立なまま入院するケースに支援が必要」
「母乳育児における母親の不安に対応し
たい」「母乳育児により母子の愛着形成が
促進されると思う」であった．母乳育児中
の母子に配慮して行っている支援内容は
「落ち着いて授乳・搾乳ができる環境の提
供」「乳房状態を気にかける」「母乳育児が
継続できるための働きかけをする」「母親
の心身の健康維持への配慮」であった． 
 母親から母乳育児や乳房トラブルの質
問をされた場合の対応の認識では，対処方
法を助言できる 25.5％，乳房観察ができる
27.9％，母乳産生や分泌維持に影響する要
因を詳しく助言できる 25.5％であった（図
１）． 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1．母乳育児や乳房トラブルの質問をされた場合の対 

応の認識 

 
  必要とする母乳育児支援の知識では，母
乳育児や乳房トラブルの対処方法が
74.4％，乳房トラブルを相談された時の観
察法53.5％，効果的な授乳の方法51.2％，
母乳産生や分泌維持に影響する要因
34.8％，卒乳アドバイス 23.3％であった．
知識を身に着けるにあたっての課題では，
研修会に参加する機会がない（9件），母乳
育児支援の時間が確保できない（5件），支
援の実施に自信が持てない（3 件）であっ
た． 
２）考察 
  看護者は多忙な業務の中でもできる範
囲で支援を行っており，母親も看護の対象
と捉えている．岡田ら 14）は，小児看護の役
割は，家族を含めた疾病の予防，成長・発
達，心身の健康の保持・増進，社会化への

支援であり，看護の対象は小児およびその
家族，特に親が重要な役割を担っており，
家族と家族構成員の健康状態は関連して
いると述べている．本研究においても看護
者は，母親の意思を支えることで，愛着形
成や親子関係の確立を促す重要な役割を
担っており，母子のウエルネスの向上を目
指していると考える．しかし，母親から母
乳育児や乳房トラブルを相談された場合，
観察および助言できる看護者の割合が低
いという結果から，支援に自信が持てず，
実際行っている支援内容が浅いため，知識
を身につける必要性を感じていると同時
に，母親に正しい情報やケアの提供が必要
との責任感が生じていることが推察され
る．このことから，看護者の課題として，
母乳育児に対する母親の不安や乳房トラ
ブルへの対応，直接母乳確立に対する支援
内容を深め自信をつけることがあげられ
るが，知識を身につけるにあたっての課題
との間に葛藤があると考える． 
  以上より，小児病棟に勤務する看護者に
対して，母乳育児支援の学習の機会を提供
する必要性は高く，多忙な業務の中で看護
者ができる範囲での支援内容を検討する
必要がある．具体的内容として，すでに実
施できている支援内容の強化，母親への精
神的サポートの仕方，母親から相談を受け
た時の乳房状態の観察方法，産科助産師へ
の対応依頼の見極めの目安などがあげら
れる． 
  今後の展望として，本調査で導かれた結
果をもとに，看護者向けの母乳育児支援学
習会のプログラム内容の詳細を検討する
とともに，看護者が母親に対して母乳育児
支援を実施した際の評価方法も検討し，プ
ログラムの有用性を検証していく必要が
ある． 
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